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１ 平成２４年度契約室予算要求総括表及び経営方針 

（１）平成２４年度契約室予算要求総括表 

 

【一般会計】 

 

 平成２４年度要求総額        ６４，７０２千円 

（平成２３年度予算額         ５６，８１５千円） 

 前年度比  ＋１３．９％ 

 

《主な事業》 

（単位：千円） 

 

事業名 

 

平成２４年度 

予算要求額 

     Ａ 

平成２３年度 

予算額 

     Ｂ 

 

増  減 

Ａ－Ｂ 

 

登録業者の実態

調査 

 

新電子入札コア

システム改修等

経費 

 

契約管理事務 

 

公共工事に係る

暴力等相談事務 

 

入札参加資格審

査 

 

電子入札システ

ム開発運営 

 

３６，０３０

９，８２２

８，９８８

５，８７７

１，９１８

１，６６８

 

３６，０５８ 

 

 

０ 

 

 

 

１０，３６２ 

 

５，８２８ 

 

 

６５３ 

 

 

３，５１２ 

△２８

９，８２２

△１，３７４

４９

１，２６５

△１，８４４

 

 

 

 

 

 

 

１ 



（２）平成２４年度契約室経営方針 

 

 現下の厳しい経済情勢の中「地元企業への優先発注」の方針を継続

し、本市経済の振興と地元企業の育成に努める。 

 また、公共工事等市の事務事業から暴力団等を排除するとともに、

実体のない業者等不良不適格業者の排除等に努める。 

 

① 地元企業への優先発注 
  「北九州市緊急経済・雇用対策本部」の方針に基づき、「地元企業

への優先発注」を引き続き推進する。 

 

② 市の事務事業からの暴力団等の排除 
  「北九州市暴力団排除条例」等に基づき、公共工事等市の事務事

業から暴力団員又は暴力団若しくは、暴力団員と密接な関係を有す

る者を排除する。 

 

③ 不良不適格業者の排除 
  企業実態調査等を実施し、実体の無い業者等不良不適格業者の排

除に努める。 

 

④ 新電子入札システムのセキュリティ強化 
  多くの業者が利用する電子入札システムにおいて、セキュリティ

対策の強化等を図る。 
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２ 重点的に取り組みを行う主なもの 

 

（１）地元企業への優先発注 

   （概要） 

     地域経済対策として、「地元企業への優先発注」を推進する。 

 

（２）市の事務事業からの暴力団等の排除等 

   （概要） 

     「北九州市暴力団排除条例」等に基づき、公共工事等市の

事務事業から暴力団等を排除するとともに、実体のない業者

等不良不適格業者の排除に努める。 
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